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第1章 課 題
複数のエスニ ック集 団が共存す る社会で は、他 のエスニ ック集 団に対す る偏見や差別が しば
しば問題 とな る。偏見 とは、エスニ ック集 団な ど何 らか の社会集 団やその成員 を否定的 に評価
する心的準備状態 を表す。偏見は一つ の態度で あると考 え られ るが、態度 とは何か という こと
については様 々な意見が ある。本論では、態度 を純粋 に感情的な構成物(感 情的要素:偏 見)
とし、エスニ ック集 団やそ の成員 につ いて の信念(認 知 的要素:ス テ レオタイプ)と 、彼 らに
対 して選択 的に行 う行動傾向(行 動的要素:差 別)と は分 けて考 える。 あるエスニ ック集 団に
対 す る否定的な ステ レオタイプは、個人 のなか に偏見 を帯びた態度 を作 りだす。 そ の態度が何
らか の行動 を行 う意志 の形 成 に影 響 を及ぼ し、差別 とな って 現れ る と考 え られ る(Duckitt,
1992:岡,1999)o
エスニ ック集 団に関す る態度は社会化の過程で獲得 され る。複数 のエスニ ック集 団が存在す
る社会で育 つ子 どもは、4歳前後 まで には、エス ニ ックな違 いを認識 し、エスニ ック集 団 に対
して肯定的あるいは否定的な態度 を表す ようにな るといわれて いる。子 どもは、周 囲の人 々の
言動やメデ ィアを通 じて さまざまな情報 を読み と り自己 の態度 を形成す る。そのため子 どもの
態度はエスニ ック集 団に関す る社会 の評価 を反映 した もの とな る。社会 の中で多数 を占め るこ
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と に よ って 、 あ る いは 政治 、 経済 な ど何 らか の 面 で優 位 な 地 位 にあ る こ とに よ っ て 強 い 勢 力 を
持 つマ ジ ョ リテ ィ集 団 に属 す る子 ど もの 場 合、 内集 団 に対 して 強 い 愛 好 を、 外集 団 に対 して 拒
否 や 反 感 を示 す 。 内集 団 へ の 肯 定 的 な評 価 と外 集 団 へ の 否 定 的 な 評価 を内 面化 した 子 ど もは、
7歳 頃 まで エ ス ニ ッ ク集 団 に 関す る態 度 を 先鋭 化 させ て い く。 しか し この 年齢 を 過 ぎ る と、 エ
ス ニ ッ クな 違 い につ い て過 度 に こだわ らな くな りは じめ、 極 端 な態 度 は 青年 期 ま で に 少 しず っ
和 ら いで い く。 一 方、 社 会 の 中 で弱 い立 場 に あ る マイ ノ リテ ィ集 団 に属 す る子 ど も の場 合 、 社
会 の 評価 は 内 集 団 を 否定 的 に位 置 づ け る。 人 は、 自己 の所 属 す る集 団 を肯 定 的 に評 価 す る こ と
を 通 して望 ま しい 自己評 価 を行 う こ とが で き るた め、 内集 団 を 高 く評 価 す る傾 向 が あ る と考 え
られ る。 社 会 か らの評 価 を 内面 化 した マ イ ノ リテ ィ の子 ども に とっ て、 内集 団は ア ン ビバ レン
トな 存 在 とな る。7歳 頃 ま で のマ イ ノ リテ ィ の子 ども で は、 マ ジ ョ リテ ィで あ る外 集 団 に対 し
て 肯 定 的 な態 度 を、 内集 団 に対 して 否 定 的 な 態 度 を示 す 場 合 も あれ ば 、 内集 団 一肯 定 、 外 集 団
一 否定 の態 度 を示 す 場 合 も あ り、 一 様 で は な い。 そ の後 成 長 に伴 って 次 第 に 内集 団 を肯 定 的 に
評 価 す る よ う にな る が、 幼 児 期 と態 度 が 変 化 しな い 子 ど もの 存 在 も指 摘 され て い る(Aboud,
1988;Hogg&Abrams,1988;松井,1994)。
エ ス ニ ック集 団 に対 す る 態 度 と行 動 は 社 会 的 な 環 境 の影 響 を受 け るた め 、 あ る 社 会 にお いて
導 き 出 され た 発 達 過 程 を適 用 で き る対 象 は 限 られ た も の とな る。 た とえ ば 、 エ ス ニ ッ ク集 団 を
分 け る指 標 に は さ まざ まな もの が あ る が 、 上 の よ うな 発 達 過 程 は 、 エ ス ニ ッ ク集 団問 に肌 の色
や 顔 だ ちな ど可 視 的 な 違 い が 存 在 す る 場 合 によ く 当て は ま る と考 え られ る。 宗 教 や 国 籍 な ど 目
に見 え な い事 柄 の み を 手 が か り とす る エ ス ニ ック な 違 い を子 ど もが 認 識 で き る よ う に な る の
は、10歳頃 か らで あ る とい わ れ る(Duckitt,1992)。
また 、 外 集 団 に対 す る 否 定 的 な態 度 が 直 接差 別 に 結 び つ く とは 限 らな い。 人 間 の行 動 は 、 そ
の対 象 へ の 態 度 と行 動 固 有 の 社 会 規 範 の 両 方 に規 定 さ れ て い る と考 え られ る か ら で あ る 。
Minardはア メ リカ の あ る炭 鉱 の 町 にお け る 人 種 関 係 を調 べ た エ ス ノ グ ラ フ ィ ック な研 究 の 中
で 、偏 見 が か っ た態 度 、 行 動 は必 ず し も一 致 しな い と述 べ て い る。 彼 が調 査 を行 っ た 町 に お い
て は 、 炭 鉱 の 職 場 内 や 労働 組合 の組 織 内 で は 白人 と黒 人 の 労 働 者 は 融 和 的 だ が、 そ の外 へ 出 る
と人 種 間 の 厳 し い隔 離 を是 とす る規 範 が あ った 。 白人 炭 鉱 労 働 者 の40%は黒 人 に対 し職 場 内 外
と も好 意 的 あ る いは 非 好 意 的 な行 動 を 一 貫 させ て いた が 、 残 り60%は場 面 に よ って 異 な る行 動
を使 い 分 け る こ とを 当 然 と受 け止 めて い た。 人 は 自分 の持 っ て い る 態度 の一 般 的傾 向 と異 な る
行 動 を とる こ とが 少 な くな い ので あ る(Minard,1952)。
さ らに、 エ ス ニ ック集 団 を と りま く社 会 の歴 史 的変 化 に よ って 子 ど もの発 達 過 程 が 変 化 す る
可能 性 が あ る。 ア メ リカ で は1960年代 に公 民権 運 動 を通 じて 黒 人 文 化 に対 す る意 識 が 高 ま っ た
が、 この ころ か ら黒 人 の 子 ど もの 人 種 に 関す る態 度 に変 化 が 生 じた とい う報 告 が あ る。Hraba
&Grant(1970)は、Clark&Clark(1939;1947)によ る 人 形 選 択 技 法 を用 い た 研 究 の追 試 を 行 っ
て い る。Clarkらの研 究 は、3歳 か ら7歳 の 黒 人 の子 ど も を対 象 と し、 白い 肌 の 人形 と黒 い肌
の 人 形 を見 せ る。 まず 、 「白 人 と似 て い る 人 形 」、 「黒 人 と似 て い る 人形 」 を選 ば せ る。 す る と
90%以上 の 子 ど もが 白い肌 の 人形 を 白 人、 黒 い肌 の 人 形 を黒 人 と して 選 択 した 。 幼 い子 ど も に
も肌 の 色 に よ る 人種 的識 別 が で き る と い え る 。 さ らに、 「一 緒 に 遊 び た い人 形 」 を選 択 させ た
と ころ、67%が 白 い肌 の人 形 を、32%が黒 い 肌 の 人 形 を選 ん だ 。 また 、 「す て きな 色 の人 形 」で
は、60%が 白い肌 の 人 形、38%が 黒 い肌 の 人 形 を選 ん だ 。 しか しHrabaらに よ る追 試 で は、 「一
緒 に遊 び た い 人形 」で は、 白 い肌 の 人形 が30%、 黒 い肌 の 人 形 が70%、 「す て き な 色 の 人 形 」で
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は、 白い肌 の人形が31%、黒 い肌 の人形が69%とい う結果 で あった。 白い肌の人形 と黒 い肌 の
人形 を選択す る比率がほぼ逆転 していた。 人形選択技法 は、 子 どもが 人形 を実 際の人間 と同 じ
ように受 け取 っているのかわか らない といった問題点 を指摘 されている。 しか しここで は、2
つ の研究が 同じ手法 を用いていなが ら異 なる結果 を得 た とい うことに注 目したい。
生涯発達心理学では、生まれて か ら死 ぬまで の一生にわたる人の行為パ ター ンの変化、そ こ
に作用 して いる心理的特性 な どを研究す る。 生涯 発達心 理学 は研究対象 を成 人期や老年期 まで
拡げただ けでな く、 独 自の理論 的観点 を持 っている といわれ る。 その中の一 つに、発達 を歴史
的 ・社会的文脈 のなかで とらえよ うとす る点が挙げ られ る。人間 の発達、 なか で も社会 的側 面
の発達 は、社会 ・歴史的環境 か ら大 きな影 響 を受 ける。 また人間は 自己 を取 り巻 く環 境 に対 し
て何 らかの意 味づけを行 い、それ に基づ いて考 え行動す るため、 同 じ環境 にある他 の人 と異 な
る行為パター ンを示す ことが少な くない。 こう した点 に注 目す る と、 あるとき実証的 に確か め
られた発達過程 を別 の時点 ・場所 ・対象 にも適用で きる と当然視す る ことはで きな くなる。発達
研究 において経験 的に実証可能な一般法則 の確 立を 目指す ことを否定す るわ けで はないが、別
の 目標 を掲げた研究 を行 う余地 はある と思 われ る。社会 的側 面の発達過程 を扱 う研究 は、 複雑
な要因が絡み合っている人間の行為パ ター ンの継 時的変化 を言語化 し、それ に一定 の説 明を加
え ることによって人々にそ の現象 の理解 を促す こと、 これ を一つの役割 とできるので はないだ
ろ うか。 この作 業を通 して他 の現象 との比較が可能 とな り、 さ らに新たな説 明がな され る可能
性 も開ける と考 え られる(Baltes,1987:Gergen,1994)。
本論 はボ リビアの 日系 コミ ュニ テ ィに暮 らす 日系人 の子 どもを対象 とす る。 ボ リビア と 日
本、2つ の文化 が混在す る環境 の中で 日系ボ リビア人の子 どもたちは成長す る。彼 らを取 り巻
く環境 を明 らかに した上で、子 どもたちが 「日系人」 「ボ リビア人」 というエス ニ ック集 団に
対す る態度 を どのよ うに発達 させ るのか、その発達過 程 を記述す る ことが第1の 目的で ある。
また、子 どもがその時々の状況や相 手 との関係 を考慮 して 自らの行動 を律 してい くようになる
のは、何歳頃か らであろ うか。幼 い子 どもがそ う した ことを気 にしていな い とは限 らないが、
年齢の上昇に伴 って この傾 向は顕著 にな る と予想 され る。幼児期 に獲得 され たエスニ ック集 団
に対する態度 が学童期 に どのように変化す るか、獲得 され た態度が現実 の行動 とどのように関
わ ってい るのかを明 らかにす る ことが本論 の第2の 目的である。
第2章 フ ィー ル ド
本 論 の フ ィー ル ドとな っ た ボ リビ ア の オ キナ ワ 移住 地 は、 第2次 大 戦 後 開設 され た の農 業移
住 地 の一 つで あ る。 オ キ ナ ワ移 住 地 へ は、1954年の 第1次 移 民 か ら1970年の第26次移 民 ま で、
沖 縄 出 身 の約3,300名が入 植 した。オ キ ナ ワ移住 地 に住 む 日系 人 の9割 以 上 は農 業 に従 事 して お
り、1994年の 日系 人 農 家 一 世帯 あ た りの 平 均所 有 農 地 面積 は約300ヘク ター ル で あ る。 広 大 な土
地 で の 農 作 業 は ボ リ ビア 人 を雇 用 して行 われ て い お り、 日系 人 の仕 事 は、 彼 らを指 揮 監 督 し、
農 場 を経 営 す る こ とで あ る。 現 在 、 オ キ ナ ワ移 住 地 には 約800人の 日系 人 と3,000人を超 え る ボ
リビ ア人 が 暮 らして い る。 移住 地 で は 日系 人 とボ リ ビア 人 が 同 じ地域 に 生活 して い るが 、 それ
ぞ れ 別 の行 政 組 織 を設 けて お り、 エ ス ニ ック な 違 い は 生 活 上 お お き な意 味 を持 つ。 移 住 地 に居
住 す るボ リビ ア人 の 多 くは 日系 人 に 雇 用 され る 労 働 者 か そ れ と 同程 度 の経 済 力 の 世 帯 で あ る。
エ スニ ック集 団間 で 目立 った 対 立 が ある わ け で は な い が 、 こ う した 世 帯 と 日系 人 世帯 の 交 際 は
ほ とん ど行 わ れ て いな い。 労 働者 階 層 の ボ リ ビア 人 に対 す る 日系 人 の イ メ ー ジは概 して 否 定 的
一283一
で あ る。
ボ リビ ア の一 人 当た り国 民 総 生 産 は964ドル(1998年)、南 米 諸 国 の 中 で は低 所 得 な 国 の 一 つ
で あ り、 ボ リ ビ ア社 会 は、 日系 人 に と っ て魅 力的 な 同化 の対 象 とは 必ず し もい え な い。 ま た、
上 下 の 二 重 階 層 構造 の あ る ボ リビ ア社 会 で は、 社 会 的 経 済 的 に 上昇 す る に は 上流 階層 との 人 的
っ な が りが重 要 で、 日系 人が 高 等 教 育 を受 けて もす ぐに社 会 で活 躍 す る道 が 開か れ るわ け で は
な い。 新参 者 で あ る 日系人 は、 上 流 階 層 と の人 脈 が 少 な く社 会 的 上 昇 の機 会 を得 に くい位 置 に
い る。 他 方 、 彼 らの先 祖 の 国 で あ る 日本 は 、 高 学 歴 で な くて も働 けば そ こそ こ豊 か な 物 質 生 活
を享 受 で き る社 会 で あ る。 日系 ボ リ ビア 人 の 多 くは 、 二 世 ・三 世 で もボ リ ビア と 日本 と2つ の
国籍 を持 って い る た め、 日本 人 として 日本 で 生活 す る こ と も可 能 で あ り、 実 際1980年代 か ら、
い わ ゆ る「デ カ セ ギ 」で 日本 に暮 らす 者 が 増 え て い る。 オ キ ナ ワ移 住 地 と 日本 の つ な が りは 、移
住 後 、 時 間 を経 て 弱 まる ど ころ か、 む しろ 強 くな っ て い る。 以 上 の こ とは、 日系 人 が ボ リ ビア
社 会 へ 同化 して い く速 度 を緩 や か に して い る と考 え られ る。
筆 者 は1994年か ら1998年に か け て、 オ キ ナ ワ移 住 地 に お い て4回 、 の べ15ヶ 月 間 の 調 査 を
行 った 。 この うち94年と97年は 日系 人 の通 うN小 中 学校 の 日本語 校 にお い て ボ ラ ンテ ィア で 教
師 を務 め る傍 ら、子 ど もた ちへ の調 査 をお こな って お り、この資 料 が本 論 の 中心 とな って い る。
ボ リ ビア で の 調 査 と平行 して、 日本 在 往 の オ キ ナ ワ移 住 地 出 身者 へ の調 査 も実 施 し た。1997年
の2月 、7月 か ら8月 にか けて の2回 、 そ れ ぞ れ1週 間程 度 の調 査 を群 馬 県 で 行 って い る。
第3章 移 住者た ちの ライ フコースー オキナ ワ移住地の歴史 と同郷ネ ッ トワークの形成過程一
オキ ナ ワ移 住 地 の 日系 人 は 、 一 世 、 準 一 世 、 二 世 と大 き く一3つ の世 代 に分 け る こ とが で き
る。 一 世 は沖 縄 で 生 まれ 育 ち 、 移 住 地 を原 生 林 か ら文 字 通 り切 り開 いた 人 々 で あ る。 準 一 世 は
沖 縄 で 生 まれ 、 子 ど も の頃 ボ リ ビア へ 移 住 し、 オ キ ナ ワ移 住 地 で 育 った 人 々 で あ る。 二 世 は オ
キ ナ ワ移 住 地 で 生 まれ 育 っ た 人 た ち で あ る。 入 植 初 期 の オ キ ナ ワ移 住 地 は、 人 々 が 一 つ の ま と
ま った 地 域 に住 み 協 力 して 生活 を営 ん で い た こ とか ら、 地 域 性 と共 同性 を持 っ た 地域 共 同 社 会
で あ った と考 え られ る 。 この ころ苦 楽 を共 に した こ とは 、 強 い 「わ れ わ れ感 情」 を持 っ こ と に
つ な が って い る よ うで あ る。 そ の後 ブ ラジ ル、 ア ル ゼ ンチ ン、 近 年 には 日本 へ と移 住 地 か らの
移 動 が 増 え る につれ て、 共 同性 を持 つ 人 々が 国 境 を越 え て 生活 す る とい う状 況 が 生 じて き た。
一 世 の 時 代 には オ キ ナ ワ移 住 地 と い う新 しい故 郷 が造 られ、 準 一 世 の 時代 に は近 隣 の アル ゼ ン
チ ン、 ブ ラ ジル へ 人 々 が 転 住 ・出稼 ぎ に行 っ た こ と に よ り同 郷 ネ ッ トワー ク が 発 生 し、 二 世 の
時 代 に は 日本 へ の 出稼 ぎ ブー ム に伴 って 同郷 ネ ッ トワ ー クが 更 に 日本へ と拡 が って い った 。 同
郷 ネ ッ トワー ク は準 一 世 と二 世 が 移 住 地 の外 へ 移 動 し、 そ こで 定 着 す る こ と を助 けた と考 え ら
れ る。 ネ ッ トワー ク 内部 で の人 の 移 動 を容 易 にす る こ とで 、 ネ ッ トワー ク の 内部 に生 き る 人た
ち に 生活 す る た め の枠 組 み を提 供 す る、 す な わ ち 同郷 ネ ッ トワー クが 社 会 化 のエ ー ジ ェ ン トと
して の機 能 も担 って い る と考 え られ る。
第4章 オ キ ナ ワ第2・ 第3移 住 地 の 学校 一過 去 と現 在一
本 論 の調 査 を行 ったN小 中学校 は 日系 人 によ る 私 設 学 校 と して 移 住 地 開 設 後 ほ どな く開 校 さ
れ 、1975年に国 立 校 とな り現 在 に 至 っ て い る。1997年現 在 、 小 学1～5年 、 中学1～3年 の8
学 年 に 日系人58名、ボ リビア 人97名、計109名の 生徒 が 在 籍 して い た。 同校 で は 、月 ～金 曜 日の
午 前 中、 月曜 日と水 曜 日は午 後 も、 国立 校 と して 公 用語 の ス ペ イ ン語 で義 務 教育 を行 っ て い る
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(以下、 ス ペ イ ン語校)。 火 ・木 ・金 曜 日の 午 後 と土 曜 日の 午 前 中 は、 日本 語 教 育 が行 わ れ て い
る(以 下 、 日本 語 校)。 日本語 校 は ボ リ ビア の 教 育 制 度 上、 私 塾 にな る。 日系 人 だ け が 日本 語
校 に も在 籍 して い る。 日系 人 生徒 の 多 くは 二 世 か 三 世 で あ る 。
日本 の カ トリ ッ ク修 道 会 か ら派 遣 さ れ30年近 く移 住 地 に居 住 し教 育 に深 く携 わ って き た シス
ター に よれ ば 、N小 中 学校 は 日系 人 の学 校 だ とい う見 方 が 日系 人 に も ボ リビ ア人 に も あ る とい
う。 調 査 時 には 、 日系 人 生徒 とボ リ ビア 人 生 徒 の 比 率 は1:2で ボ リ ビア 人 の方 が 多 か っ たが 、
1991年まで は 、 日系 人 生 徒 数 が 常 にボ リ ビア 人 生 徒 数 を上 回 って いた 。84年まで は 日系 人 生徒
が ボ リビ ア人 生 徒 数 の3倍 以 上 だ っ た。 学 校 の 中 で 日系 人が(少 な く とも数 の上 で)マ イ ノ リ
テ ィ にな った の は 比較 的最 近 の こ と で あ る。
日系 人 生 徒 の 家庭 の 多 くは規 模 の大 き な 自営 農 で あ るが 、 ボ リビ ア人 生 徒 の親 は 日系 人 に雇
用 され て いる 農 業 労 働 者、 移 住 地 周 辺 の村 の零 細 な 自営 農 が 多 い。 日系 人 は、 労 働 者 階 層 のボ
リ ビア 人 とは た とえ 同級 生で あ って も友 人 関 係 を持 とう とし な い傾 向が あ る とい う。N小 中学
校 で は 、 日系 人 とボ リ ビア 人 の友 人 関係 は 生 じに く く、 ボ リビ ア人 と の違 い を よ り強 く意 識 す
る環境 で あ る と予想 され る。
第5章 エ ス ニ ック な側 面 の 発 達 過 程 ・r日本 人 」 と して 育 つ一
1.エ ス ニ ック ・カ テ ゴ リー の 内 面 化
日系 ボ リ ビア 人 は、 日本 人 な の か 、 そ れ と もボ リビ ア人 な のか 。 エ ス ニ ッ クな 境 界 の 指 標 は
血 筋 、 出 生 地、 国籍 な ど様 々で あ る。 エ ス ニ ッ ク集 団 は、 多 くの場 合 、 そ の集 団 が 何 者 で は な
い か、 つ ま り他 の集 団 との 「違 い 」 に よ って 輪 郭 を示 され る。 ここで 問 題 と され る 指 標 は 象 徴
的 な 目印 と して用 い られ る に過 ぎず 、 社 会 の あ り方 に よ って ど の 「違 い」 が 意 味 を持 つ か は 変
化 す る。 あ る 「違 い」 が 浮 か び 上 が る と、 他 の 「違 い」 は 背 後 に隠 れ る と い う性 質 を 持 っ て い
る(Woodward,1997)。
移住 地 で 生 まれ た子 どもた ち は 、 自分 は 「日本 人」 だ と感 じ る こ とが 多 いよ うで あ る 。 移 住
地 で通 常 「日本 人 」とい えば 日系 人 を、「ボ リ ビ ア人 」と いえ ば 非 日系 の ボ リ ビア 人 を意 味 す る。
「日系 人 」 とい う言 葉 は一 部 の人 が ご く稀 に使 うだ けで 、 普 通 耳 にす る こ とは な い。 ま た 、 ボ
リ ビア 人 は 日系 人 を"japon6s"(日本 人)と 呼 ぶ。 外 部 か ら こ の よ う に認 識 され る こ とは 、 日
系 人 が 「日本 人」アイ デ ンテ ィテ ィ を形 成 す る一 要 因 にな って い る と考 え られ る。 自 ら を 「日本
人 」 とす る感 覚 は 身 近 に い る農 業 労 働 者 とそ の子 弟 で あ るボ リビ ア人 との 対 比 か ら生 じて い る
と考 え られ る。 小 中学 生 に と って 、 「日本 人」 とい えば 自分 た ち 日系人 を、 「ボ リ ビア 人 」 とい
え ば 非 日系 ボ リビ ア 人 を指 して い る。 日本 人 の 血 を 引 くか ど うか が2つ の カ テ ゴ リー を 区 別 す
る基 準 で あ る。 この とき の 「日本 人」 と い う言 葉 には 、 厳 密 に は 日本 で 生 まれ 育 っ た 日本 人 の
こ と も含 まれ て い る。 日本 に滞 在 して い る移 住 地 出身 の 二 世 か ら生 まれ た 子 供 が 両親 の ボ リ ビ
ア へ の 引 き 揚げ に伴 って 移 住 地 の学 校 へ 転 入 す る場 合 も、 派 遣 教 員 や 国 際 協 力事 業 団 職 員 の 子
供 が転 入 す る場 合 も、 どち らもそ の子 ど もた ち は 日系 人 生 徒 た ちか ら同 じ 「日本 人」 の仲 間 と
して 受 け 入 れ られ る。 日本 で 生 まれ 育 った 人 と 日系 人 で あ る彼 らは 同 じ 「日本 人」で あ る か ら、
日本 に対 し外 国 とい う よ りも 自分 の国 の よ うな イ メー ジ を抱 く。 しか し、 も し彼 らが 日本 に行
け ば 「ガ イ ジ ン」 扱 い され る こ とが 多 い。 そ う した 経 験 を繰 り返 す うち、 自分 の 中 の ボ リ ビア
人 と して の部 分 、 日本 で 生 ま れ 育 った 人 との 違 い に注 意 が 向 くよ う にな る。 こ こで 、 「ボ リ ビ
アで 生 まれ た 人 は ボ リビ ア 人」 と い う考 え が 改 め て意 味 を もつ よ う に な る。 自己 の アイ デ ン
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テ ィテ ィ と して 「ボ リ ビア 人」 とい う カ テ ゴ リー が 意 味 を もち 始 め る ので あ る。 日系 ボ リ ビア
人 の用 い る 民 族 カ テ ゴ リー と、 そ れ に込 め られ る意 味 を概 念 化 して 示 す と表1の よ う に な る 。
出生 地 を基 準 とす る 分 類 は、N小 中学 校 に お い て は あ ま り意 味 を持 た な い。 本 論 で は特 に 断 ら
な い限 り日系 ボ リ ビア 人 に 「日系 人」、 非 日系 ボ リ ビア 人 に 「ボ リ ビア 人」 を 用 い る。
表1エ ス ニ ッ ク ・カ テ ゴ リー に込 め られ る意 味
他 者 との 「違 い」 非 日系ボリビア人 日系ボリビア人 日本人 用いられる場所
血 筋
出 生 地
ボ リビア
日 本
1ボリビア人の子孫1⇔1躰 人の子孫1
1ボ リビア生まれ1⇔1日 粧 まれ1
「日本 人 」:日 本 人 の子 孫 ・日本 生 ま れ 「ボ リビ ア人 」:ボ リ ビ ア人 の子 孫 ・ボ リビ ア生 まれ
2.自 由行 動 時の グ ル ー ピ ング 水 飲 み 場 で の 行 動 観 察 か ら・
小1～ 中3ま で の 日系 人生 徒55名(男25名 、 女30名)を 対 象 に行 動 観 察 を実 施 した。 観 察 し
た の は、 休 み 時 間 に水 飲 み 場 へ や って く る と き の グル ー ピ ング で あ る。 生徒 用 の水 飲 み 場 はN
小 中学 校 に 一 つ あ る。 生徒 た ちが 水 飲 み 場 へ や っ て くる とき に 、 単独 で あ っ た か複 数 で あ っ た
か、 複 数 の 場 合 はそ の 中 に ボ リ ビ ア人 が 含 まれ て い る か ど う か、 す な わ ち 「単 独 」 「ボ リ ビア
人 と一 緒 」 「ボ リビ ア人 と一 緒 で は な い(=日 系 人 と一 緒)」 の3つ の カ テ ゴ リー に従 っ て 記 録
した。 記 録 を取 っ た の は1997年10月6日(月)か ら10日(金)の5日 間 で あ る。 た だ し6日 は
大 雨 が 降 っ て道 路 が 不 通 とな り半 数 以 下 の生 徒 しか 登 校 しなか っ た ので 分 析 か ら省 い た。 残 り
4日 間 の観 察 時 間 は約140分で 、 こ の間 の水 飲 み 場 利 用 回数 は 一 人 当 た り平 均6.0回で あ っ た。
4日 間 の うち に一 度 で もボ リビア 人 と一 緒 に来 る こ とが あ っ た者 と一 度 も なか っ た者 の2つ
に 分 け、 低 学 年(小1～4、 男15名・女18名、 平 均 年 齢8.6歳)と 高 学 年(小5・ 中1～3、 男
10名・女22名、平 均 年 齢12.1歳)で比較 した 。 ボ リ ビア 人 と の共 行 動 が み られ た の は、低 学 年3
人、 高学 年10人で あ り、 ボ リビ ア人 と の共 行 動 が み られ な い の は、 低 学 年30人、 高学 年12人で
あ り、 年 齢 に よ る有 意 な 差 が み られ た(κ2=7.76,げ=1,ρ<.01)。低 学 年 で は 日系 人 同士 で行
動す る こ とが ほ とん どで あ るが 、 高 学 年 にな る とボ リビ ア人 とも行 動 を共 にす る よ う にな る と
い え る。
3.エ スニ ック集 団 へ の 愛 好 日系 人 生 徒 へ の 面 接 か ら一
N小 中学 校 の 日系 人 生徒35名(男15名 、 女20名)を 対 象 と し、 休 み 時 間 を利 用 して 個 別 に 聞
き 取 り.を行 っ た。 これ は標 準 化 され た 面 接 で 、 質 問項 目は8つ で あ る。 こ こで はそ の う ち エ ス
ニ ック集 団 に対 す る愛 好 を 問 う項 目、 ① 「ボ リビ ア 人が 好 きで す か 」 と② 「日本 人が 好 き です
か」 を取 り上げ る。
結 果 は 以下 の通 りで あ る。 ① 「ボ リ ビア 人 が 好 きで す か 」 につ いて 。 回 答 を 「好 き」 「嫌 い」
の2つ に分 け 、低 学 年(小1～4、 男7名 ・女13名、 平 均 年 齢8.5歳)と 高 学 年(小5・ 中1～
3、 男8名 ・女7名 、 平 均 年 齢12.1歳)で比 較 した 。 低 学 年 で は 「好 き」 が7人 、 「嫌 い」 が13
人、 高 学 年 で は 「好 き」 が8人 、 「嫌 い」 が7人 で 、 ボ リ ビア 人 へ の態 度 に学 年 に よ る 大 き な
差 は み られ な か った(κ2=0.55,(ヴ=1,n.s.)。② 「日本 人 が 好 きで す か 」 につ い て。 日本 人 に
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対 して は 全 員 が 「好 き」 と答 えた 。 生徒 か らみ れ ば 日本語 の 教 師 で あ る筆 者 に 対 し、 「日本 人
は嫌 い」 とは 答 え に くか っ た か も しれ な い 。 また 、 日本 人 の 筆 者 と対 面 して い る こ とで 生徒 た
ち の 「日本 人 」 と して の側 面 が浮 か び 上 が り、 そ れ が結 果 に 反 映 され て い る 可能 性 は否 定 で き
な い。 前 者 の問 題 は 生 徒 との 信頼 関係 で カ バ ー で き て い る と考 え られ る。 後 者 につ い て は、 調
査 者 の側 の属 性 か ら く る この 種 の研 究 の 限 界 が あ る で あ ろ う。 しか し、 こう した 面 を勘 案 して
も、 全 員 が 同 じ回 答 を して い る とい う こ とは 大 き な意 味 を 持 っ て い る と考 え られ る。
第6章 総 括
N小 中学 校 の 日系 人 とボ リ ビア 人 は、 目立 っ た 差別 的 言 動 を 表 に 出 さず ク ラス メイ トと して
机 を並 べ て い る。 しか し、 両 者 の 間 に は 目に 見 え な い境 界 が 存 在 し、 自由行 動 を と る とそ れ が
現 れ て くる。 幼 い 子 ど もほ ど この境 界 を越 え る こ とが 少 な く、 日系 人、 ボ リビア 人 は別 々 に行
動 す る傾 向 が 強 い 。 高 学 年 で は、 エ スニ ック集 団 の境 界 を越 え る行 動 が増 えて く る。 しか し行
動 の変 化 には 個 人 差 が あ る。 年齢 が 上 が る に 従 っ て、 一 部 の 日系 人 と一部 のボ リビ ア 人 の 間 に
友 人 関係 が で きて く る と考 え られ る。
子 ど も は エ ス ニ ック 集 団 を ど の よ うに と らえて い る の だ ろ うか 。 エ ス ニ ック ・カ テ ゴ リー を
身 に つ け た子 ども は まず 、 ① カ テ ゴ リー ・レベ ル で エ ス ニ ック 集 団 と関 わ るよ う にな る。 内集
団 も外 集 団 もそ れ ぞ れ 均質 な 人 々 か らな る と理解 され て い て、 自己 と内集 団 の成 員 と の違 い を
十 分 認 識 して いな い。 そ して 同 じエ ス ニ ック 集 団 の 者 に 対 して は肯 定 的態 度 、 異 な る エ スニ ッ
ク集 団 の 者 に対 して は 否 定 的 態 度 を持 つ。 そ の 後 次 第 に集 団 内・部 の個 人 差 に気 づ く よ う にな
り、 ② 各 カ テ ゴ リー 内 部 が等 質 の 人 々か らな っ て い る わ け で は な い こ とを認 め る段 階 にな る。
こ の段 階 で は 個 々 人 の 特性 に 目を 向 け始 め て い る もの の 、 エ ス ニ ック な違 い は まだ 重 要 な意 味
を持 って い る。 さ ら に成 長す る と、 この違 い が あ ま り意 味 を持 た な くな り、 ③ 個 人対 個 人 の付
き合 い とな る。 自分 と違 う と ころ が あ る 人 に対 して は、 違 い の原 因 を所 属 す るエ ス ニ ック集 団
に求 め る ので は な く、 別 の個 性 を持 っ た 人 だ か らだ と考 え る。 ① は7歳 頃 を ピー ク と し、 そ の
後 、青 年 期 まで に徐 々 に② の段 階 へ と移 行 して い く。② か ら③ へ は何 歳 頃移 行 す る の だ ろ うか 。
エ ス ニ ック集 団 に関 す る態 度 に は 個 人差 が あ り、大 人 で も② と③ が混 在 して い る。③ の段 階 は、
年 齢 で は な く、 他 の エ ス ニ ック集 団 の者 を 深 く理解 す る 経験 を通 して 形成 され る認 識 の ス タイ
ル な ので は な い か と考 え られ る。
本 論 の 日系 ボ リ ビ ア 人 の場 合 、 「ボ リ ビ ア人 が 好 き で す か?」 と い う 問へ の答 え に低 学 年 と
高 学 年 で 大 きな 差 は な い。 日系 人 生 徒 は ボ リ ビア 人 に対 して 親 近感 を 持 ち に くい よ うで あ る。
しか し、 集 団 と して の ボ リ ビア 人 とは距 離 を 保 ち な が ら も、 高 学 年 に な る に つれ て 一部 の ボ リ
ビ ア 人 と は付 き合 う よ うに な る。 対 人行 動 に は 相 手 との 関 係 や そ の 時 々 の 状況 が 強 く反 映 され
る。 本 論 の資 料 で は、10歳を過 ぎ た ころ か ら、 出 会 っ た 人 に向 か っ て そ の 人 の属 す る エ ス ニ ッ
ク集 団 に対 す る一 般 的 態度 を 直接 反 映 しな い行 動 を と り始 め る よ うに な る とい う こ とが確 か め
られ た。
以 上 の よ う に、 日系 ボ リ ビア 人 の 子 ど もの 場 合 、 外 集 団 に対 して は あ る程 度 距 離 を置 い た態
度 を維 持 しつ つ も年 齢 の上 昇 と と も に個 人 差 を重 視 した 関 係 を展 開 す る よ うに な る。 他 方、 内
集 団 に対 して は 年 齢 や ボ リ ビア 人 に対 す る 態 度 に関 わ らず 一 貫 して好 意 的 で あ る。 内集 団 の成
員 の 場 合、 第 一 段 階 で は 個 人差 は 問 題 と され ず 、 エ ス ニ ッ ク ・カ テ ゴ リー を重 視 した 関 係 で あ
る。 エ ス ニ ッ ク集 団 の成 員 は、 他 の 成 員 と何 らか の 文 化 的 ・身 体 的 特 徴 を 生得 的 に共 有 して い
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る と い う意 識 を持 ち、 そ こに原 初 的 な 愛 着 を感 じる とい う(山 田,2000)。原 初 的 愛 着感 は 内集
団 の感 情 的 な 結 び つ き を支 え る。 日系 人 生 徒 に とっ て 「日本 人 」とい うエ ス ニ ック ・カ テ ゴ リー
が 重 要 な 意 味 を持 って い る とい う こ とは 、彼 らの 間 に 「日本 人 」 に 対 す る原 初 的 な 愛 着感 が 形
成 され て い る こ と を示 唆 して い る と考 え られ る。 ボ リ ビ ア人 との 関 係 にお い て 日系 ボ リ ビア 人
は"japon6s"(日本 人)と 同定 され る。 外 部 か らの規 定 は 、 子 ど も時 代 に作 られ る 内集 団へ の
原 初 的 愛 着感 と相 互 作用 しな が ら 「日本 人」 と して の ア イデ ンテ ィ テ ィ形 成 を促 して い る。 一
方 、 集 団 内 部 の 絆 は 、感 情 的 な面 だ けで な く手段 的 な 面 で も重 要で あ る。 オ キナ ワ移 住 地 の 日
系 人 は 、 ボ リ ビ ア人 社 会 よ り も 日系 人社 会 と深 く関わ りな が ら生活 基盤 を築 いて い る者 が 多 い
か らで あ る。
日系 人 の大 半 は 中 学 を卒 業 す る と オ キ ナ ワ 移 住 地 を離 れ 都 市 部 の 高 校 へ 進 学 す る。 高 校 で
は 、 日系 人 の ほ とん どいな い 中で ボ リビ ア 人 に 囲 まれ る 生活 とな る。 ほ とん ど の 日系人 の子 ど
も が、 高校 進 学後 は ボ リビ ア 人 と親 し く付 き合 う よ う に な って い く。 しか し多 く の場 合 、 ボ リ
ビ ア 人 との付 き合 い は 日系 人 に と って 、 ど こか に うち 解 け られ な い部 分 を残 した 関 係 で あ る。
「気 の合 う ボ リビ ア人 の友 人 は い るけ れ ど、心 を許 せ る の は 日系 人」、 と様 々 な 年 齢 の 日系 人 か
ら聞 い た。 理 由 は、 日系 人 とは 物 事 に対 す る基 本 的 な 見 方 や 感 じ方 、 習 慣 を共 有 して い るか ら
で あ る とい う。
1997年の調 査 時 に在 籍 して いた 日系 人 生 徒55名に は、 父親 ま た は母 親 の どち らか が 非 日系 ボ
リビ ア人 の生 徒11名を含 ん で い る。 彼 らは 、血 筋 か ら いえ ば 日系 人 で あ る だ け で な くボ リ ビア
人 で も あ るが 、 学 校 をは じめ コ ミ ュニ テ ィ内 で は 日系 人 と して 扱 わ れ て い る。 日系 人 生 徒 た ち
も、 彼 らの片 親 が 非 日系 ボ リ ビア 人 で あ る こ とを 意 識 して い る様 子 は な い。 全 員 が 日本語 校 で
学 び 、 日系 人 に よ る地 域 の行 事 に も参 加 す る。 日系 人 だ け が 参 加 す る活 動 は 日系 人 とボ リ ビア
人 を分 離 す る 。 そ して、共 に過 ごす 時 間 の長 さ は、日系 人 の 間 の絆 をそれ だ け強 化 す る だ ろ う。
子 ど もた ち の 生 活 の 中で 、 日本語 校 は 日系 人 の み に よ る 活 動 を行 う主 た る場 で あ る。 日系 人 だ
けが 学 ぶ 日本 語 の授 業、 日系 人 だ けが 参 加 す る地 域 行 事 は、 日系 人 の 間 に み られ る原 初 的愛 着
感 の形 成 に深 く関 わ っ て い る と考 え られ る。 血 筋 の 上 で 半分 ボ リビ ア 人 の子 ど も た ち は、 学 校
生 活 を 通 じて 日系 人 と して育 つ と考 え られ る。 日本 語 校 は、 オ キ ナ ワ移 住 地 で は言 葉 と 同時 に
日本 文 化 を子 ど もた ち に 身 に つ け させ る場 とされ て い る が、 日系 人 の 間 の絆 を形 成 して い る と
い う点 か ら も、 子 ど もた ち を「日本 人 」に育 て る装 置 で あ る とい え る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、南米ボ リビア共和国 に戦後造営 された 日本人農業移住地 をフィール ドにして、 日
系人子弟 とボ リビア人子弟が在籍す る小 中学校 の生徒 を直接の対象 に、エスニ ック集団に対す
る態度形成 と実 際行動 の発達過程 を社会心理学の立場か ら研究 した成果の集成であ る。6つ の
章で構成 されて いる。
第1章 「課題」 では、研 究の 目的が2点 に集約 され る。第1の 目的は、 子 どもた ちが 「日系
人」 「ボ リビア人」 とい うエスニ ック集 団に対 す る態度 を どの よう身につ けてい くのか の発達
過程 を記述す る ことにおかれる。第2は 、 幼児期 に獲得 されたエスニ ック集 団に対 する態度が
学童期 にどのように変化するか、 また獲得 され た態度 が現実の行動 とどのよ うに関わっている
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のか を 明 らか にす る こ とに お か れ る。 そ れ に 先 だ って 本 章 で は 、 エ ス ニ ック集 団間 の偏 見 を態
度 の一 つ と して 位 置 づ け、 態 度 の構 成 要 素、 態 度 と行 動 との 関 係 、 エ ス ニ ック集 団へ の態 度 の
形 成 、そ のマ ジ ョリテ ィ集 団 の 所属 メ ンバ ー とマイ ノ リテ ィ集 団 の メ ンバ ー との比 較 な どが 先 行
研 究 の比 較 検 討 を通 して 明 らか に す る。 エ ス ニ ック集 団 へ の 態度 は 社 会 化過 程 で 獲 得 され る こ
とを強 調 して 生 涯 発 達 心理 学 の視 点 を組 み入 れ る とす る。
第2章 「フ ィー ル ド」 で は、 対 象移 住 地 で あ る 「オ キナ ワ移 住 地 」 の歴 史 が 営 農 の変 遷 を 中
心 に記 述 され 、 調 査 時 点 現 在 、 オ キ ナ ワ移 住 地 に は 約800人の 日系 人 と3,000人を超 え るボ リビ
ア人 が 生 活 す るが、 移 住 地 に居 住 す る ボ リ ビア 人 の多 くは 日系 人 に雇 用 され る労 働 者 で 、 エ ス
ニ ッ ク集 団問 に対 立 が あ るわ けで は な いが 、 フ ォー マル に は行 政 組 織 も独 立 して お り、 両 者 間
の 交 流 は 少 な く、 労働 者 階層 の ボ リビ ア 人 に対 す る 日系 人 のイ メー ジは 概 して 否 定 的 で 、 日系
人 が ボ リ ビア 社 会 へ 同化 して い く速 度 を緩 や か に して い る とす る。 論 者 の 現 地 調 査 は 前 後4
回、 延 べ15ケ月 にお よ び、 この 間 、 日系 人 の通 うN小 中学 校 の 日本 語 校 にお いて ボ ラ ンテ ィ ア
で 教 師 を務 め る か た わ ら子 ど もた ち の調 査 を実 施 し、 この資 料 が 本 論 の 中心 とな って い る。 ボ
リ ビア で の調 査 と平行 して 日本 在 住 のオ キ ナ ワ移 住 地 出 身者 の調 査 を群 馬 県 で行 っ て い る。
第3章 「移 住 者 た ち の ライ フ コー スー オ キ ナ ワ移 住 地 の歴 史 と 同郷 ネ ッ トワー クー 」 で は 、
世 代 を一 世 、 準 一 世 、 二 世 に大 別 して 、 各 世 代 の ライ フ コー ス が9事 例 をあ げ て 面 接 で の 語 り
を 引用 す るか た ちで 解 説 され る。 そ こか ら、 一 世 の時 代 に はオ キ ナ ワ移 住 地 とい う新 し い故 郷
が造 られ 、 準 一 世 の時 代 に は ア ル ゼ ンチ ン、 ブ ラ ジ ル へ の転 住 ・出稼 ぎ に よ り同 郷 ネ ッ トワー
クが 発 生 し、 二 世 の時 代 には 日本 へ の 出稼 ぎ ブ ー ム に伴 って 同郷 ネ ッ トワー ク が さ ら に 日本 へ
と拡 が って い った 事 実 を明 らか にす る。 同 郷 ネ ッ トワー クは 、 準 一 世 と二 世 が移 住 地 の外 へ移
動 しそ こで 定 着 す る の を助 け た。 ネ ッ トワー ク内 部 で の 人 の移 動 を容 易 に す る こ とで、 ネ ッ ト
ワー ク の 内部 に生 き る人 た ち に 生 活 す る た め の枠 組 み を提 供 す る、 す な わ ち 同郷 ネ ッ トワー ク
が 社 会 化 のエ ー ジ ェ ン トと して の機 能 も担 っ て い る とす る 。
第4章 「オ キ ナ ワ第2・ 第3移 住 地 の学 校一 過 去 と現 在一 」 で は入 植 以来 の学 校 教育 の複 雑
な 変 遷 が 跡 づ け、 調 査 対 象 とな ったN小 中学 校 の歴 史 と現 状 を概 説す る。 調 査 時 の1997年現 在
には 、 日系 人 生 徒 とボ リ ビア 人 生 徒 の 比 率 は1:2で ボ リ ビア 人 子 弟 の方 が 多 か っ た が 、1991年
まで は 日系 人 生 徒 数 が 常 に ボ リ ビア 人 生徒 数 を上 回 っ て い た の で あ り、 学 校 の 中で 日系 人 が数
の上 で マ イ ノ リテ ィ にな っ た の は 比較 的最 近 の こ とで あ る。 日系 人 生徒 の家 庭 の多 くは規 模 の
大 きな 自営 農 で あ る が、 ボ リ ビア 人 生徒 の 親 は 日系 人 に 雇 用 さ れ て い る農 業 労 働 者 、 移 住 地 周
辺 の村 の零細 な 自営農 が多 い。 日系 人 は、 労 働 者 階層 の ボ リ ビア 人 とは た とえ 同級 生 で あ っ て
も友 人 関 係 を持 と う と しな い 傾 向 が あ る とい う。N小 中 学校 で は 、 日系 人 とボ リビ ア 人 の友 人
関 係 は 生 じ に く く、 ボ リ ビア 人 との違 い を よ り強 く意 識 す る 環境 で あ る とす る。
第5章 「エ ス ニ ッ クな 側 面 の発 達 過 程一 「日本 人」 と して 育 つ 一 」 で は、 まず エ ス ニ ッ ク ・
カ テ ゴ リー の 内 面化 の発 達 過 程 が参 与 観 察 と面接 デ ー タ を も とに 明 らか に しよ う とす る。 移 住
地 で 通 常 「日本 人」 とい えば 日系 人 を、 「ボ リ ビア 人」 と い えば 非 日系 のボ リビ ア 人 を意 味す
るた め 、 移住 地 で 生 まれ た子 ども た ち は、 自分 は 「日本 人」 だ と感 じる こ とが 多 い。 ボ リビ ア
人 は 、 日系 人 が"japon6s"(日本 人)と 呼ば れ、 外 部 か ら この よ う に認 識 され る こ とで 「日本
人 」 アイデ ンテ ィ テ ィを形 成 す る一 要 因 に な っ て い る とす る。 しか し、 二 世 た ちが 日本 に行 く
と「ガ イ ジ ン」扱 い さ れ る こ とが 多 い。 そ う した 経験 を繰 り返 す うち、 自分 の 中 のボ リビ ア 人 と
して の部 分 、 日本 で 生 まれ 育 った 人 との 違 い に注 意 が 向 くよ う に な る。 こ こで 、 「ボ リ ビ アで
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生 まれ た人は ボ リビア人」 とい う考 えが改 めて意 味.をもつ よ うになる。 自己 のアイデ ンテ ィ
ティ として 「ボ リビア人」 というカテゴ リーが意味 をもち始 めるとす る。次 いで、 日本人子弟
とボ リビア人子 弟への面接か ら聞 き取れ る相手工スニ ックへ の好 き嫌 いの態度表明 と、観察 さ
れ る実 際の行動 とのずれが明 らか にされる。 日系人生徒35名の聞き取 りではボ リビア人へ の態
度 に低学 年 と高 学年の間に有意差は見 いだせなか った。 しか し、生徒用 に唯一あ る学校 の水飲
み場へ休 み時 間にや って くるときのグルー ピング の観察結果で は、聞 き取 りでの態度表明 とは
異な り、低学年 では 日系人 同士で行動す ることが ほとん どで あるが、 高学年 にな るとボ リビア
人 とも行動 を共 にす るようにな ることが説得力 をもって 明 らか にされて いる。
第6章 「総括」で は、本研究 の目的であ る2つ の目的、すなわ ち(1)子どもたちが 「日系人」
「ボ リビア人」 というエスニ ック集団 に対す る態度 を身につ けて い く発達過程、(2)幼児期 に獲
得 され たエスニ ック集 団に対す る態度の学童期 にお ける変化、お よび獲得 された態度 と現実 の
行動 との関係 にそって、研究 の結果が要約 されて いる。 日系人 とボ リビア人生徒は 目立 った差
別 的言動 を表 に出さず机 を並べてい るが、両者の間 には 目に見 えな い境界が存在 し、 自由行動
を とる とそれが現れて くる。幼い子 どもほ どこの境界 を越 える ことが少な く、 日系人、ボ リビ
ア人は別 々に行動す る傾向が強 い。高学年では、エスニ ック集 団の境界 を越える行動が増 えて
くる。 しか し行 動の変化 には個人差がある。年齢が上が るに従 って、一部 の 日系人 と一部 のボ
リビア人の間 に友 人関係ができて くる。エスニ ック・カテゴ リーを身 につ けた子 どもは、 まず
カテゴ リー ・レベルでエスニ ック集 団と関わ り、 その後次第 に集 団内部 の個 人差 に気づ くよう
にな り、各カ テゴ リー 内部 が等質 の人 々か らな って いるわ けで はな い ことを認 める段 階に入
る。 この段 階で は個 々人 の特性 に目を向け始めて いるものの、エスニ ックな違いは まだ重要な
意 味を持 って いる。 さ らに成長する と、 この違いがあ ま り意味 を持たな くな り、 個人対個人 の
付 き合 い とな る。 自分 と違 うところがある人 に対 しては、違 いの原 因を所属す るエスニ ック集
団に求 めるので はな く、別 の個性を持った人だか らだ と考え る。 この最終段階は、年齢ではな
く、他 のエスニ ック集 団の者 を深 く理解 す る経験 を通 して形成 され る認識 のスタイルな のでは
な いか との結論 を論者は導 く。
本論文 は、南米 ボ リビア共和国の 日系人農業移住地 をフィール ドに、子 どもたちがエスニ ッ
ク集 団に対す る態度 を身 につ けてい く発 達過程 、および幼児期 に獲得 された態度 の学童期 にお
ける変化、態度 と現実 の行動 との関係の解明 を主要テーマ にして、 日系人子弟 とボ リビア人子
弟が在籍す る小 中学校 の生徒 を直接の対 象 とした調査研究の集成であ る。エスニ ック集団への
態度 が、 エスニ ック・カテゴ リー を重視す る段階か ら個人特性 を重視 する段階へ と3段 階で発
達 して い く様態 を多様なデ ータを もとに明 らか にしてい る。 日系人子弟のボ リビア人への態度
には、面接 による聞き取 りでは学年間に有意差は見 いだせなか ったが、高学年 にな るとボ リビ
ア人 とも行動 を共 にす るよ うになる ことが水飲 み場で の綿密周 到な行動観 察か ら明 らか に さ
れ、言葉 で表 明され る態度 と実際の行動の異同点 を確証 して いる。最終段階は、年齢ではな く、
他 のエスニ ック集 団の者 を深 く理解す る経験 を通 して形成 され る認識 のスタイルなのではない
か との結論 を論者 は導 く。論 旨の展開に淡泊 さが散見 され るが、 日本語のボ ランティア教師 と
して移住地 に長期間滞在 しての参 与観察 に もとつ く知見は説得力 をもち、 フィール ドワー ク社
会心理学 の発展 に寄与す るところ大きい。
よって、本論文 の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格を有す るもの と
認 め られ る。
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